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日
常
の
活
動

決

算

貴学201〇年事業報告書：○○学長メッセージより
諸星裕著『大学破綻』（2010）より引用内容から
・大学が独自の「ミッション」をもっていない
・大学経営が未熟で、マネジメント力が欠如している
・大学教員の「教育者」としての職業意識の欠如
・職員の専門性の欠如
・教員と職員の対立 等
本学においても、こうした諸点から再検討してみる必要があるのではないでしょうか。
また、毎年こうして「事業報告書」「年次報告書」を発行していますが、
はたして大学の改革に有効に機能していてＰＤＣＡサイクルは生きているでしょうか。

サービス/情報の提供

評価・行動



✓ 「職業人」としての必要な力が身につくカリキュラムを充実する
✓ 学習支援を強化し、教育力を向上する
✓ 学生生活をきめ細かに支援し、課外活動を強化する
✓ 入試制度を一層改善し、広報活動を効果的に展開する
✓ 充実したキャリアサポートにより「就職に強い大学」としての結果を出す
✓ 学部教育の特色ある展開を図る
✓ 研究科教育の特色ある展開を図る

✓ 社会の変化に柔軟に対応できる学部教育組織を編成する
✓ 高度専門職業人の育成を重視し、大学院を充実する
✓ 多様な社会人向けプログラムを提供する
✓ 魅力あるキャンパスを整備し、情報ネットワークを充実する

✓ 研究環境を整備し、研究活動を推進する
✓ 地域や企業との連携を強化し、社会に貢献する
✓ 国際交流を推進し、学びの国際化を図る
✓ 大学間交流を推進し、学びの連携を図る

✓ 教職員が生き生きと働く環境を整備する
✓ 安定した大学運営を行い、ユニバーシティー・ガバナンスを強化する
✓ 財務基盤を強化する
✓ 卒業生・在学生・教職員が一体となった「○○大ファミリー」を形成する
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「つながる力○〇」の具体性
例）対外的にわかりやすい
 イメージできる数値目標、等
「職業人」の育成を数値化
・他大学の例

Ｗｅｂサイトより
「〇〇大学が就職に強い５つの理由」

活動指標の具体化・定義・イメージ
できる数値目標、等
例）・「職業人」育成率

・「就職者」決定率
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●○○大ファミリーの交流
●UI教育の実施
●財務基盤の強化

Ⅲ.1 研究環境の整備と研究活動の推進
Ⅲ.2 地域や企業との連携強化と社会貢献
Ⅲ.3 学びの国際化
Ⅲ.4 学びの連携

Ⅱ.1 社会の変化に柔軟に対応できる学部教育組織の編成
Ⅱ.2 高度専門職業人の育成を重視した大学院の充実
Ⅱ.3 多様な社会人向けプログラムの提供
Ⅱ.4 魅力あるキャンパス整備と情報ネットワークの充実

Ⅰ.1 「職業人」としての必要な力が身につくカリキュラムの充実
Ⅰ.2 学習支援の強化と教育力の向上
Ⅰ.3 学生生活のきめ細かな支援と課外活動の強化
Ⅰ.4 入試広報活動の効果的展開
Ⅰ.5 キャリアサポートによる「就職に強い大学」づくり
Ⅰ.6 学部および大学院教育の特色ある展開

ゼミ所属率100%
多人数講義の解消

進路把握率100%
就職内定率100%
授業評価

2013 2018
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１．主要施策に対しての活動目標が定義され
本学全体で意思統一がなされ進捗管理が
なされているか？

２．活動目標の活動指標化がなされているか？
出来る限り数値化で定義する。

３．責任者の明確化
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全国平均値との
比較により評価
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目標値については、貴学の経営戦略上での「ある

べき姿」で考えた数値目標の設定と考えます。

（尚、設定する場合の判断材料

の提供はご支援可能です。）
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比較検討する競合校の選定
要件について （外部評価より）
１．本学経営における戦略的な視点での

競合校の選定が必要例）
・偏差値ランク（上位校を目標）
・地域性（関西圏：重点地域）
・志望者の戦略的確保

（女子学生、留学生、社会人）
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志願者倍率は向上傾向ではあるが学生の質（学士力）の実態は・・・？

H2〇 H2〇   H2〇   H2〇 H2〇   H2〇



2.8 2.6 
3.0 3.0 

2.5 2.6 

5.7 

2.0 
2.3 2.4 

4.1 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

128
132

137
140

142
145

94 94
96 95

98 97

1.82 
1.80 

1.85 

1.89 

1.92 

1.95 

1.70

1.75

1.80

1.85

1.90

1.95

2.00

80

90

100

110

120

130

140

150

H17 H18 H19 H20 H21 H22

Copyright (c) 2023. ThinkBase,Inc. All Rights Reserved. 8

比較検討する競合校の選定要件について
１．本学経営における戦略的な視点での競合校の選定が必要
例）
・偏差値ランク（上位校を目標）
・地域性（関西圏：重点地域）
・志望者（女子学生、留学生、社会人）

H2〇 H2〇 H2〇 H2〇 H2〇 H2〇
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貴学ＰＤＣＡサイクルを
効果的に運営するための
課題解決項目となる。
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貴学ＰＤＣＡサイクルを効果的に
運営するための重要な活動指標となる。
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